
ウキヅノガイ（Creseis acicula）
（軟体動物門　腹足綱　翼足目　かめがい科）

ウキヅノガイは、巻貝に近い仲間で、非常に細長く円筒状の殻を

もっています。殻の長さは最大で３センチになり、殻口から出た左

右の翼足で遊泳します。

我が国の暖流水域に普通に見られる種類です。昭和53年９月に秋

田、山形で大量に発生した記録が残っています。

このウキヅノガイが、今年の夏、陸奥湾で大量発生し、ホタテガ

イ養殖籠に付着しました。今のところ、ホタテガイへの被害はあり

ませんが、手に刺さると痛いそうです。

ケガしないように作業しましょう．
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私は、ブラジルのサンタ・

カタリーナ州フロリアノポリス

市から青森県へ技術研修員として来ました。７月か

ら来年２月まで増養殖研究所にお世話になります。

私は今22歳で、サンタ・カタリーナ連邦大学の

学生として水産学を勉強しています。

来日した目的は、ホタテガイ・ヒラメなどブラジ

ルで養殖可能な日本の重要魚種について学習するた

めですが、その中で青森県に来たのは、これらの種

の生産量が大きいことと、新しい技術があるからで

す。特に増養殖研究所は、これらの種の成熟・産卵

を研究する重要な施設と考えています。

また、ブラジルでの水産業は全般的に日本に比べ

遅れているため、増養殖・資源管理・水産加工など

についても勉強し、ブラジルにおける水産分野のパ

イオニアになれればと思っております。このため、

県内の水産関係研究機関や養殖を行っている漁協な

どにおじゃました際には、ご指導よろしくお願い致

します。

さて、私事ですが、普段は、サッカー、サーフィ

ン、スノーボード、水泳、音楽練習（バイオリン・

ギター）等をしたいと思っています。

日本の伝統や習慣は私にとって別世界でとても新

鮮です。それらを学習するのはとても興味深く、面

白いことです。

特に、今まで日本食は多くの種類を食べたことが

ありませんでしたが、こちらで、ホタテ・刺身・寿

司・カレー・お好み焼き等々をごちそうになり、大

変おいしいことがわかりました。ブラジルでは日本

食は近年、健康志向も手伝って大変なブームです。

今回の経験からブラジルに素晴しい日本の食文化も

伝えたいと思いました。

また、日本の伝統であるネブタはとても美しく、

素晴らしいもので、大変素晴しい時を過ごすことが

できました。これからも、日本の伝統・文化に触れ、

ブラジルに日本の素晴しさを伝えたいと思っており

ます。

最後に、貴重な研修に参加させていただき、関係

者の皆様には大変感謝しております。短い期間では

ありますが、どうぞよろしくお願いいたします。

初めましてジャコメルです
ジャコメル・ブルーノ

（平成17年度青森県海外技術研修員）

マコガレイの耳石調査（年齢査定）
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９月20日横浜沖で採取




